
平成21年度からの社会起業家支援について
【これまでの事業について】
大阪府では、「地域福祉力」を高めるキーパーソンとなる「社会起業家」支援の仕組みづくりを進めるため、平成17年度から平成19年度まで「社会起業家育成支援基盤づくり事業｣に取り組み、平成20年度は「大阪府社会起業家育成支援事業」として、大阪府社会起業家ファンド助成を実施しました。

【事業実績】
○中間支援組織への支援（大阪府一般財源により実施）　
平成17年度～19年度　6団体

○社会起業家ファンド（大遊協のご寄附により実施）
総事業費　2,094万1千円（平成17年度～20年度　寄附総額2,500万円）
助成団体数　34団体（平成17年度～20年度累計）　　

（⑰9団体　⑱6団体　⑲13団体　⑳6団体）
【平成21年度以降に取り組む事業の概要】
第2期大阪府地域福祉支援計画に基づき、次の2つの事業を社会起業家支援として取り組みます。　
■社会起業家ファンド【福祉基金助成事業】（寄附金により運営：500万円）
○立ち上げ段階支援【継続事業】（8団体程度）
「民」からの寄附を広く受入れ、社会起業家が新たにチャレンジする事業について、中間支援組織の支援を受けながら、8か月の短期間で実現可能性や実効性を検証するための助成（上限50万円）を行います。

○ステップアップ支援【新規事業】（3団体程度）
　立ち上げ団体の支援だけではなく、すでに事業を実施している団体に対し、中間支援組織の支援を引き続き受けながら助成することによって更なるステップアップができると判断したケースにファンド助成（上限30万円）を行います。

■社会起業家中間支援ファンド【福祉基金助成事業】（寄附金により運営：３００万円）
　　　
○中間支援組織のプラットフォーム機能を有するネットワークの構築【新規事業】
（1団体）
社会起業家に対する専門相談等、継続的な支援を行えるよう、中間支援組織のプラットフォーム機能を有するネットワークを構築するため、新たに社会起業家中間支援ファンドとして提案公募で1団体選定し、最大3年間事業を実施する予定です。（毎年度事業の効果検証が必要です。）
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